
　図２（左図）は、Ｐ-８における水深10ｍの水
温観測結果を過去５年間月日順に並べたもので
す。今年の水温は４月及び５月は例年より低かっ
たのですが、６月以降急激に昇温しました。８月
１日の観測では30.86℃（過去最高）、８月22日
に30.15℃、８月27日に30.23℃、９月３日には
30.00℃を観測しました。

　沖縄県水産試験場は、調査船「図南丸」、耐久性大型浮魚礁「ニライ」及び、（株）有村産業の協力により
フェリー「飛龍21」で流れや水温を観測しています（フェリーによる観測は西海区水産研究所との共同研究で
す）。これらの水温観測の結果、最近、沖縄周辺海域が高水温となっていることが分かりました。1998年夏、沖
縄周辺海域の水温は非常に高く推移しました。この結果、各地でサンゴの大規模な白化現象が起こりました。白
化したサンゴの一部は回復しましたが、多くは死亡し、沖縄のサンゴ礁漁場に大きな被害をもたらしました。ま
た、高水温は魚類養殖、クルマエビ養殖、海藻養殖にも大きな影響を及ぼし、パヤオで釣れたマグロの「ヤケ」
現象にも影響したと言われています。

　図１（上図）は 、７月16日、８月１日及び 、９月３日に 調

査船「図南丸」で 行った 、沖縄本島南観測点Ｐ-８（北

緯25度58分、東経127度42.5分）に お け る 海面か ら水

深200ｍまで の 鉛直水温観測結果で す 。海面か ら水深

25ｍまで 、約30℃とい う高水温が 観測され て お り、これ

は 過去４年間の 同時期の 状況と比較す る と、サ ンゴ の

白化が 問題とな った 、1998年と同水準も しくは そ れ 以

上とな って い ます 。本年７月及び ８月の 大潮期に 、沖

縄本島で 異常潮位が 観測され 、そ の 原因として暖水

渦が 挙げ られ て い ます 。この 暖水渦もＰ－８で の 高水

温の 原因の １つ と考えられ ます 。
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図１　鉛直水温観測結果

0

50

100

150

200

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

水温（℃）

2001年8月1日
2000年7月24日
1999年7月31日
1998年7月22日
1997年7月14日

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

水温(℃)

1997年
1998年
1999年
2000年
2001年

 1月　 2月　 3月　4月　  5月　 6月　 7月   8月　9月　10月　11月　12月

図２　P-8 水深10mの 水温



　1998年は台風の接近が極端に少なく、この
ことが高水温の一因となりました。1997年と
1999年夏に沖縄本島に台風が接近した前後の
Ｐ－８の水温は、水深50ｍ程度まで水温が下
がることが、これまでの観測で分かっていま
す。今年接近した台風は、５月中旬の１号
と、９月７日から９日にかけて本島に上陸し
た１６号の２個です。ニライ号の観測では、
台風16号の撹拌よるものと考えられる水温の
降温が多少みられますが、今年は高水温がし
ばらく続く可能性も高いので、養殖漁家の
方々は十分注意して下さい。あわせて、異常
潮位による漁船の破損にもご注意下さい。

　高水温は沖縄本島に限ったことではありません。図３、４は、フェリー「飛龍21」で行った宮古島北（ＳＴ
10）及び、石垣島北（ＳＴ13）における水深６ｍの水温観測結果です。今年の１月から６月までは、過去４年
と同じもしくは低い傾向を示しましたが、６月以降昇温し、1998年と同等の水準となりました。しかし、８月
中旬以降1998年を下回っています。

　図５は、ニライ12号(石垣島北西)、13号(粟国島北)及び、15号(宮古島北西)における水深４ｍの水温観測結
果です。ニライ13号(粟国島北)では、５月中旬から６月上旬まで石垣島北西や宮古島北西と比べ低い水温でし
たが、６月中旬以降水温は急激に上昇し、８月中旬頃まで現在高い水準で推移しました。沖縄本島南部だけで
なく、沖縄本島西部海域も高水温となっていました。８月中旬以降、29℃から30℃台を推移しています。
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2001図５ ニライ号による水温観測結果
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図４　ST13 水深６ｍの 水温
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図３　ST10 水深６ｍの 水温


